
われわれの身の回りにみられる書物で､“あきらめ”

という言葉がタイトルとして用いられているものはかな

りの量に昇る｡ 『腎不全でもあきらめない』 (松村�����)､

『それでも僕はあきらめない Ｆ３レーサー､ 車いす

からの新たな挑戦 』 (長屋�����) といったように､

あきらめないことが大切だと訴えるものもある｡ レーサー

だった長屋は､ レース中に大事故を起こして脊椎が損傷

し四肢が動かなくなるという出来事に遭遇した｡ しかし

彼はそこからはい上がりレースに復帰し､ また新たな夢

へと挑戦している｡

一方､ 『あきらめ力』 (斎藤�����)､ 『あきらめ上手は

生き方上手』 (下園�����)､ 『あきらめたから､ 生きら

れた』 (武智�����) といったように､ あきらめること

を重視する立場もある｡ 漁師だった武智は漁で沖に出て

いる時に船が故障し､ 真夏の��日間､ 太平洋を漂流す

る｡ 時に死が彼を誘惑する中､ 日が経つにつれ船を動か

すのをあきらめ､ 食料や水をあきらめ､ そして自分の命

をあきらめていった｡ すると徐々に気持ちが軽くなり､

自分のできることをしようと思えるようになり､ それを

実践してきたという｡

両方の思いが書かれているものには 『あきらめない』

(鎌田�����) がある｡ 医師である鎌田は､ 物事を明ら

かにするが望みを捨てないという意味で､“明らめるけ

ど諦めない”という言葉を多く用いている｡

このようにあきらめはわれわれの人生についてまわる

ものであり､ また日常生活の中でさまざまな使い方がな

されているといえよう｡ しかし逆にいえば､ あきらめと

表現される心的様相は曖昧としてとらえどころがないと

もいえる｡

日常生活にみられるあきらめの意味するところの曖昧

さは､ 心理臨床学や精神医学､ リハビリテーション学な

ど学問領域でも同様である｡ 怒りの感情が滞り､ 恨みと

悩みがあふれていて､ 放棄の言葉を示す (������������

���� 川口訳 ����)､ 不運に従う (�����������) と

いったように否定的な意味合いで用いられる場合がある｡

一方で､ 自分の欲求が完全に満たされえないことを正し

く認識する (倉光�����)､ 無力感や自棄を意味するも

のではない (佐藤・佐々木・鈴木・朝田�����) など肯

定的側面が指摘される場合もある｡ このように､ あきら

めという語の使い方は諸家によってさまざまである (大

橋�����) ゆえ､ 本研究ではあきらめの概念について心

理学の立場から探索的に検討する｡

�����(���� 井村他訳 ����) や小此木 (����) に

よると､ 対象喪失による悲哀をもたらすものは､ 死だけ

ではなく愛する人との別れ､ 住み慣れた環境との分離､
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あきらめに関する心理学的考察１)２)

－自由記述法による探索的検討－

Concepts of resignation (giving up) in psychology:
Exploratory analysis of response to open ended questionnaire.

大 橋 明

Akira OHASHI

“あきらめ”という概念を心理学的に検討するために､ G県の地域社会に在住する 45～85歳の中高年者 124名を

対象として､ 自由記述法により､ あきらめなければならなかった・思い切らなければならなかった出来事､ その時の

心境および現在の心境を捉えた｡ その結果､ 死別､ 病気・怪我､ 子どもの成長､ 家族・親族との関係､ 恋愛､ 進学・

職業選択､ 職業での問題・軋轢､ 近隣との関係などがあきらめをもたらしていること､ またその出来事を体験した際､

食の変化､ 身体の不調､ 睡眠障害などの身体的症状や､ 希死念慮､ 無力感､ 自責感､ 他責感､ 自己没入などの心理的

症状といったうつ病にみられる症状が生じていることが認められた｡ そして､ 現在の心境としては､ 肯定的感情､ 否

定的感情､ 肯定的解釈､ 思考抑制の存在が認められたが､ 肯定的感情・否定的感情の両方を同時に記述する両価的感

情もみられ､“あきらめられないけどあきらめる”といった“あきらめ半分”が存在していることが示唆された｡

キーワード：あきらめ 中高年者 肯定的解釈 思考抑制 あきらめ半分

１) 本研究を実施するにあたり､ 平成��年～平成��年度文部科学省科学研究費の補

助を受けた (若手研究 (�) ��������)｡ また本研究は��������������������������

����������������������������������(����) にて発表したものを改変したもので

ある｡
�) 本研究には�県主催の講習会の出席者がご協力くださった｡ 出席者の皆様および

講習会を運営しておられた生きがい長寿財団 (現：健康長寿財団) の職員の皆様に

深く御礼申し上げる｡

中部学院大学・中部学院短期大学部 研究紀要第��号(����) �����



自分の誇り､ よりどころなども含まれるという｡ また､

�����(���� 井村他訳 ����) や小此木 (����) が指

摘するように､ 対象からの離脱には長い時間がかかる｡

簡単には心が晴れず､ さまざまな思いを抱いたり､ 対処､

あるいは防衛機制を用いたりして自分を維持している｡

そして､ 親との離別 (����������� 黒田他訳 ����)､

自分の死や身内の死 (����������� 黒田他訳 �����

�����������������������デーケン�����������

���������������� 川口訳 ����)､ 障害の受容 (�����

���������������古牧�����������本田・南雲������

高瀬������上田�����)､ 離婚 (山野������山野・平

川・森本・伊藤�����)､ 恋愛の破綻 (飛田������石本・

今川������小此木������山下・坂田�����)､ 登校拒

否児やてんかん児を持つ親 (内田����������) などの

研究でも示されている通り､ さまざまな段階を踏みつつ､

その対象喪失から立ち直ったり､ 無視をしたり､ その思

いを秘めて生きていくことが指摘されている｡

大橋 (����) はこれまでのあきらめに関する論文や書

物を概観し､ あきらめには複数の意味づけがあると報告

した｡ そこでは否認や挫折､ 徒労感などといった否定的

な感情だけではなく､ 北山 (����) や松岡 (����) が指

摘するような“あきらめ半分”という感覚､ いわゆる受

容とはまた異なるが､ 折り合いがついていくという意味

も含まれるとしている｡ しかしながら､ 実際にどのよう

な感覚となっているのかについての実証的な知見は乏し

い｡ あきらめなければならない出来事にはどのようなも

のがあり､ その体験後どのような心境に変化していくも

のなのだろうか｡

そこで本研究ではあきらめを理解するために､ 中高年

者を対象として､ どのような出来事によってあきらめを

体験してきたか､ またその出来事に対してどのような心

境を抱いたか､ そしてその出来事に対して現在はどのよ

うな心境になっているのか､ 探索的かつ広範囲に捉える

ことを目的とした｡

方法
１. 対象者

�県に在住する中高年者���名を調査対象とし���名

から回答を得た (回収率�����)｡ そのうち無記入や記

述に不備が認められたものなど��名を除いた���名を

分析対象とした｡ 平均年齢は����(���±���) 歳､

年齢幅は��～��歳であり､ 男性は���名中��名であっ

た｡ なお､ 対象者はすべて�県が主催する心身の健康

を維持する方策についての講習会に参加している者であ

り､ �県の各地域から出席している｡

２. 手続き

本研究では自由記述法を用いた｡ まずあきらめをもた

らす出来事については､“これまでの人生の中で､ あき

らめなければならなかった・思い切らなければならなかっ

た出来事にはどのようなものがありましたか”と尋ね､

自由に記述することを求めた｡ 次いで､“その出来事を

体験した折は､ どのような心境になっていましたか”と

当時の思いについて回答させた｡ そして､ 現在の心境に

ついては､“その出来事について､ 現在はどのような心

境になっていますか”と尋ねた｡

調査用紙は､ 講習会に出席している対象者に直接配布

し､ 郵送により回収した｡

３. 倫理的配慮

本研究で扱う内容は侵襲的なものである可能性がある

ため､ 調査協力の依頼や実施には十分に配慮しなければ

ならない｡ 本研究では､ 調査用紙を渡す折に､ 尋ねる内

容およびプライバシーの保護について口頭で説明し､ 答

えたくないと思った時点で回答をやめてよいこと､ 回答

する際はすべて差し支えない範囲で構わないことを伝え

た｡ また､ 別途用意した同意書にもその旨を記載し､ 同

意書に署名があった回答のみを分析対象とした｡

結果および考察
分析は��法 (川喜田�����) に基づいて行った｡ 自

由記述の回答をカード化し､ 小項目にまとめた｡ 続いて

その小項目がまとめられるかどうか検討し､ 中項目とし

た｡ 最後に中項目でまとめられるものを大項目として設

定した｡ なお､ まとめるものが困難と判断されたものに

ついては中項目を省いた｡

１. あきらめなければならなかった出来事について

あきらめなければならなかった出来事は､ 大カテゴリー

として“死別”“病気・怪我”“子どもの成長”“家族・

親族との関係”“恋愛”“進学・職業選択”“職業での

問題・軋轢”および“近隣との関係”の�つにまとめら

れた (������)｡ 死別は､ 両親や配偶者､ 子どもの死が

多く記述された｡ また病気・怪我は身体のみならず精神

的な病気､ 事故や老化も含まれ､ 子どもの成長には子ど

もの未婚や結婚､ 学業不振や成長の遅れも回答された｡

家族・親族との関係では､ 夫婦間や両親､ きょうだいと

の関係悪化､ 介護が主にみられた｡ その他､ 恋愛では結

婚の断念､ 職業での問題・軋轢では転退職や職場内の不

和､ 近隣との関係ではいじめなど人間関係の断絶が回答

された｡

対象喪失には､ �つ目として近親者の死や失恋など愛

情や依存の対象の死や別離､ �つ目として住み慣れた環

境や地位・役割などからの別れ､ そして�つ目として自

分の誇りや理想､ 所有物の意味をもつ対象の喪失がある

という (小此木�����)｡ 死別や病気・怪我は�つ目に

挙げた対象喪失に当てはまる｡ また､ 子どもの成長では､

例えば子どもの未婚は自分の理想通りにいかなかったと

いう観点から�つ目の対象喪失､ 子どもの独立は別離や

親としての役割の終了という観点から�つ目と�つ目の

研究紀要 第10号
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������ “あきらめなければならなかった”出来事の記述
大項目 中項目 小項目 具体的内容

死別

身内の死

両親の死��� 親を事故で亡くした 父母の死

配偶者の死��� 信頼し愛し愛された配偶者が亡くなった

子どもの死��� 子どもが事故で亡くなった 子どもが孫を残して急逝した

親類の死��� 親類の自死

死に伴う看病
看病ができた��� 配偶者を必死に看病したが亡くなった

看病ができなかった���両親を亡くした時､ 思うように面倒をみてやれなかった

病気・怪我

身体的病気
自分の身体的病気���子どもを産めない体になりかけた リューマチが発症した

家族の身体的病気���配偶者が病気になった

精神的病気

自分の精神的病気���臆病になって表に出ることを避けた

家族の精神的病気���
配偶者がうつ状態になった 配偶者が自殺未遂を起こした
父がアルコール依存になった

交通事故
配偶者の事故��� 配偶者が交通事故を起こした 配偶者が事故を起こした

人身事故��� 人身事故を起こして相手が長期入院した

老化 家族の老い��� 両親が老いていく 老いた両親とゆっくり旅行に行きたかった

子どもの成長

子どもの結婚

子どもの未婚��� 息子が結婚しない 子どもが結婚しない

子どもの結婚���
子どもの結婚で､ 自分の思いと子どもの思いが違っていた
(後継者としたかった) 娘が家を継がずに嫁に行った

子どもの独立��� 子どもが成長してそれぞれ家を離れていった

子育て

子どもの中退��� 子どもが高校を中退した 子どもが暴走族に入った

子どもの学業不振���
子どもが受験に失敗して眠れなかった 子どもの勉強がままなら
なかった

子どもの成長の遅れ���子どもに成長の遅れがみられた

家族・親族との関係

夫婦間の不和

浮気��� 配偶者の浮気 (裏切られた)

離婚��� 離婚しようとしたが､ 子どものことを考え留まった

意見の相違��� 配偶者に言いたいことも言えなかった 考え方が合わなかった

両親との不和
嫁姑関係��� 配偶者の母親にいじめられた 姑にいろいろ言われた

両親との関係悪化���自分と両親の関係が悪くなった

きょうだい・親戚と
の不和

再婚���
今の配偶者と再婚したら､ 以前義理だった家族からバッシングを受
けた

裁判��� 両親の死後､ 金銭に関して親類との裁判が続いた

きょうだいとの関係悪
化���

きょうだいの素行不良 父の死後､ きょうだいがもっていた思い
に愕然とした

介護
両親の介護���

義父を一人で看病した 朝から晩まで介護し寝る時間まで制限さ
れた

他家族の非協力��� 看病で他の嫁の協力を求めたが拒否された

子育て

厳しいしつけ���
祖父母が厳しかった 親の言うことは間違っていても聞かなけれ
ばならなかった

厳しい生活���
両親が夜逃げせざるを得ず､ 両親に甘えたくても甘えられなかった
火事になり両親のどん底の姿を見た なかなかお稽古事も遊びも
させてもらえなかった

老後の生活���
配偶者が早期に退職して新たな生活を始めたが､ 自分の思惑と異なっ
ていた 老夫婦ゆっくりのんびりする生活ができなかった

恋愛 結婚の断念��� 一緒になれなかった 相手の家族から反対されて断念した

進学・職業選択

学びの断念
高校進学の断念��� 家庭の事情で高校進学できなかった

大学進学の断念��� 大学に進学したかったが金銭的に無理だった

就きたい職の断念���
助産婦になりたかったが子育ての生活が楽でなく､ 看護師の道に進
んだ 大工になりたかったが家庭の事情で他の仕事に就いた

職業での問題・軋轢

転退職

廃業��� 会社が廃業して失職した

退職��� 急に体調を崩しやむなく退職した

転職��� ��歳過ぎて新しい仕事を覚えるのは大変だった

立場の変化 配置転換���
仕事の責任を取り配置換えをされた 人事異動が思い通りになら
なかった

職場内の不和
いじめ��� 上司からじわじわといじめに遭った

人間関係の混乱��� 人前で罵り合う環境だった 上司と意見が合わなかった



対象喪失に当てはまると考えられる｡ このように､ 本研

究で回答された内容は小此木 (����) の指摘する対象喪

失に合致していることからも､ あきらめなければならな

い出来事は対象の喪失と関連していることが指摘できる｡

このようなストレスフルな出来事の研究は古くは

�����������(�����������) の研究にまで遡れる｡

�����������(�����������) は､ 現在の生活様式に

大きな変化を求める出来事をライフイベントと表現し､

社会的再適応評価スケールを作成している｡ そこでは､

配偶者の死別を���とした場合のさまざまな出来事の衝

撃度を数値化し､ それぞれが健康に大きな衝撃を与える

としている｡ また下仲・中里・河合・佐藤・石原・権藤

(����) では､ 中高年者を対象に��項目のライフイベン

トの体験の有無と心身の健康との関連を検討しているが､

対象者の過半数が悪い出来事として挙げたものとして､

自分自身や家族の大きな病気や怪我､ 暮らし向きの急変､

夫婦関係や親戚・友人・隣人とのトラブル､ 家族内で問

題が起きた､ 事故・犯罪などの被害や訴訟､ 自分や配偶

者の失業､ 配偶者や家族・友人との死別がある｡ これら

は本研究で回答された出来事の内容と合致する部分が多

い｡

加えて､ 精神疾患の診断・統計マニュアルである

���������においては､ 心理社会的問題および環境的

問題が第Ⅳ軸として挙げられている｡ これらの出来事は

精神疾患の発症や悪化に影響を及ぼすことが示唆されて

おり (�����������������������������������)､ 家族成

員の死､ 家庭内の健康問題などが挙げられている｡ その

他､ 別居､ 離婚または不仲による家族崩壊､ 家庭からの

離別､ 親の再婚､ 不適切なしつけ､ 同胞との不和､ 友達

の死､ 失業､ 仕事の不満､ 転職､ 上司や同僚の不和､ 地

区の住人との不和なども､ 本研究でカテゴリー化された

内容と符合する部分が多々ある｡

もちろん�����������(�����������) の研究には

批判もあり (下仲他�����)､ ライフイベントよりも日

常生活の瑣末な出来事 (������������) の方が大きな影

響を及ぼすことも指摘されており (��������������

����)､ 健康に悪影響をもたらす (������������������)､

抑うつ症状と関連がある (����������������� �

������������) という報告もある｡ 本研究はライフイ

ベントと日常生活の瑣末な出来事の区別や影響の大きさ

を明らかにすることが目的ではないが､ “家族・親族と

の関係”における子育てに関する内容や､ “家族・親族

との関係”における意見の相違､ あるいは“近隣との関

係”における周囲の無理解や生活スタイルの違いなどは､

日常生活の瑣末な出来事と考えることもできよう｡

このように挙げられたライフイベントあるいは日常生

活の出来事であるが､ 下仲他 (����) は研究で用いた��

項目のライフイベントについて､ 対象者の��～��％が�

年の間に�つ以上体験していることを指摘している｡ つ

まりこれらはわれわれが日常生活を送る上で当たり前の

ように体験しなければならない､ どうしても避けられな

い出来事でもある｡ したがって､ 私たちは“あきらめ”

に遭遇せざるを得ないものであることが指摘できる｡

２. 出来事を体験した折の心境

あきらめをなければならない出来事を体験した際､ ど

のような心境となったかについては､ “身体的症状”お

よび“心理的症状”として整理された (������)｡ 身体

的症状としては､ 過食や食欲不振などの食の変化､ 皮膚

の疾患や腹痛などの身体の不調､ 不眠などの睡眠障害が

記述された｡ 一方心理的症状としては､ 希死念慮､ 無気

力や絶望感などの感情鈍麻､ 自己否定や自己非難からな

る自責感､ 恨みや怒りなどの他責感､ 思考が悪循環した

り他者と距離をとってしまったりする自己没入などが回

答された｡

������������������������������(����) の �������

��には“大うつ病エピソード”にみられる症状として

抑うつ気分､ 興味や関心の減退､ 著しい体重減少・増加､

不眠､ 気力の減退､ 不適切な罪責感､ 希死念慮が示され

ているが､ 今回の結果はこの論に合致する部分が極めて

多い｡ このことからも､ あきらめなければならない出来

事を体験した際には､ うつ病と類似した症状が伴う可能

性が考えられる｡

また､ 下仲他 (����) や下仲・中里・河合・佐藤・石

原・権藤 (����) は､ 悪いライフイベントを多く体験す

る人ほど精神的健康やモラール､ 主観的健康観が低下し､

神経症的傾向が認められることを指摘している｡ 本研究

ではライフイベントの多寡を検討するものではないので､

下仲他 (���������) の示すことをそのまま取り入れる

ことはできないが､ あきらめなければならない出来事は
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������ (つづき)

( ) ：回答数

近隣との関係

思考・行動の違い
意見の相違��� ボランティアなどで考え方の違いで苦しんだ

生活スタイルの違い���田舎での生活で苦労した

人間関係の断絶

周囲の無理解��� ���度違うように受け取られた

いじめ���
仕事を押し付けられ散々な目に遭った 傷つく言葉を投げかけら
れた 周囲から孤立させられた 事実無根の事柄を周りに広め
られた

所有物に関する不和
土地争い��� 土地の問題で口もきいてくれなかった

金銭問題��� お金を返してもらえなかった



心身に大きな影響を与えることが推測される｡

さらに､ 小此木 (����) や�����(����)､ 山野 (����)､

富樫 (����) によると､ 対象喪失によって悲哀､ 無力感

や絶望感はもちろんのこと､ 不安､ 対象への思慕や同一

化､ くやみやつぐない､ 罪悪感､ うらみ､ 無関心な態度､

復讐心､ 独善的な正当化や自己破壊的な攻撃性などの症

状が対象喪失に伴い出てくるという｡ 本研究の回答も彼

らの指摘するものと類似している｡

出来事の内容については先述した通りであるが､ 各内

容がどのような意味を持っているかについては､ さまざ

まな研究が積み重ねられている｡ 例えば死別については､

坂口・柏木・恒藤 (����) は家族を喪った者がそうでな

い者と比べて身体的症状､ 不安・不眠､ 社会的活動障害､

抑うつが有意に強くみられたことを報告している｡ また､

身体的病気や精神的病気､ 事故が心身に大きな影響を与

えることは言うまでもない｡ 大学生を対象に親の老いに
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������ “あきらめなければならなかった”出来事を体験した折の心境に関する記述

( ) ：回答数

大項目 中項目 小項目 具体的内容

身体的症状

食の変化
過食��� ストレス太り

食欲不振��� 何も食べられなかった 食欲がなかった

身体の不調

血圧上昇��� 血圧が上がった

皮膚の疾患��� 蕁麻疹が出た 皮膚に湿疹ができた ヘルペスができた

発熱��� 微熱が続いた

腹痛��� 胃が痛くなった 胃潰瘍になった

頭痛��� 時々頭痛が起きた

その他身体不全��� 全身が痛く情けなかった 寒気がした

睡眠障害

寝込んだ��� 寝込んでしまった

不眠����
眠れない日々が続いた 夜中に何度も目を覚ます状態だった
睡眠不足で身体が疲れ切っていた

心理的症状

悲哀感
落涙����

床の中で何度も涙を流した 悔しくて､ 考えると涙が出てきた
何をしていても涙が出る毎日だった

後悔��� 悔しい なぜこの家に来たのかと後悔した

希死念慮 死への欲求����
死のうと思った 一家心中さえ考えた 電車に飛び込んで死
にたかったが足がすくんでできなかった

恐れ

不安��� 自分もどうかなりそうで不安だった

夢魘���
渦潮に吸い込まれる夢を見た 高いところから飛び降りようとす
る夢を見た

感情鈍麻

無気力���� やる気が出なかった うつ状態となり気分が低下した

絶望感���
何もなくなった 我が人生敗れたり どうにもならない運命を
嘆いた つらいことをつらいとすら言えなかった

空虚感��� 気持ちが空っぽになってしまった

自責感

自己否定��� 自分はダメな人間だと思った 卑屈な思いをした

自己非難��� 自分のせいでこうなってしまった 自分が人を見る目がなかった

くやみ (申し訳なさ)
���

母親にすまないと詫びた

自暴自棄���
落ちるところまで落ちたいと考えてばかりいた 日常に流されて
いた

遁走願望���
遠いところへ行ってしまいたい 自分がいなくなることでみんな
が幸せになるのではないか

他責感

人間不信��� 周囲がみんな敵に思えた 誰も信じられなかった

苛立ち��� 気分がイライラした

恨み・怒り��� 配偶者を恨んだ 知っている限りの悪口を言った

殺意��� 死んでくれればと思った 殺したいと何度も思った

自己没入

思考の悪循環���
いつもそのことばかり考えていた 他のことはあまり考えられな
かった

距離の隔たり���
心を開く友人も作れなかった 一週間ほど外出できなかった
人の顔を見て話すことができなかった

ジレンマ ��� 父の心境もわかっておりジレンマになった

神頼み��� 毎日近くの神社にお願いに行った

大童��� なりふり構わずよいという情報に耳を傾けた

逃避行動��� 家を出た



対する認知について検討した池田・佐藤 (����) は､ 父

親や母親の老いに悲哀や老後の心配､ 葛藤を抱いている

者がいることを指摘している｡

子どもの成長については､ 子どもの独立や寡婦でひと

りになることは世界中の女性の心配の種であるという日

本の女性高齢者の話 (���������� 黒川他訳 ����)

が報告されている｡ また宮崎 (����) によると､ 脳性ま

ひの子をもつ両親は､ 子どもに対する同情の気持ちを持

ちながらも､ 底知れない不安をも抱き､ 情緒不安定にな

り､ 絶望感や子どもへの憎しみ・拒否する思いも出てく

る｡ さらに､ 心理臨床場面における非行相談､ 学業不振､

成長の遅れに関する親の面接の報告は枚挙に暇がない｡

家族・親族との関係においては､ 野呂・中畑・葛西

(����) の不定愁訴を訴える中年女性を対象とした研究

において､ 夫との不和や性の不一致､ 実父母や姑との葛

藤､ 子どもの自立および子どもとの葛藤を出来事として

体験している者がいたことが報告されている｡ また

��������������������������(����) が示していると

おり､ 介護は介護者にとって大きな重荷となる｡ 例えば

安部 (安部��������������) は何らかの介護の必要

がある虚弱高齢者や認知症により要介護状態となった高

齢者をケアしている家族介護者を対象とし､ 社会的拘束

感や身体的消耗感､ そして抑うつに至ることを指摘して

いる｡

恋愛もあきらめをもたらすものとして僅かではあるが

記述された｡ 飛田 (����) は失恋がありふれた出来事な

がらトラウマティックな経験となることが多いことを指

摘する｡ 今回は記述された内容は“一緒になれなかった”

“相手の家族から反対されて結婚を断念した”という結

婚の断念であったが､ 想いが叶わなかったこと､ 想い想

われているにもかかわらず結ばれることがなかったこと

は大きな衝撃となったことが推察される｡

進学や職業選択で思い通りにならなかったことも記述

された｡ �����(���� 黒川他訳 ����) でも､ 就きた

かった仕事に就けなかった高齢者の回想が論じられてい

るが､ そのことを語るときの姿は憂鬱そうだったという｡

そして､ 職業での問題・軋轢や近隣との関係も記述され

たが､ 下仲他 (����) によると､ 自分の失業の体験は身

体症状､ 不安・不眠､ 社会的活動障害を､ 友人や近隣と

のトラブルは身体症状や不安・不眠をそれぞれもたらし

ていたことを報告している｡

以上の先行研究をも踏まえると､ あきらめなければな

らない出来事は身体的症状・心理的症状をもたらすほど

の大きな影響を与えることが指摘できる｡

３. 出来事に対する現在の心境

現在の心境についての回答は､ ポジティブあるいはネ

ガティブな感情のいずれかを示す“肯定的感情”“否定

的感情”､ 肯定的・否定的な感情が伴う“両価的感情”､

出来事から肯定的な意味を見出す態度である“肯定的解

釈”､ そしてその出来事や関連する内容を考えないよう

にするという“思考抑制”に概ねまとめられた (�����

�)｡ 肯定的感情､ 否定的感情および両価的感情は結果と

して至った感情を､ 肯定的解釈および思考抑制は態度あ

るいは対処を指している｡ 両価的感情については､ “い

やな気分になるが思い出になっているところもある”

“未練もあるが､ これも運命”などといった“あきらめ

られないけどあきらめるという感覚”､“これでよかっ

たと思ってはいるが､ まだ尾も引いている”“気持ちが

前向きになったり沈んだりと不安定である”という“あ

きらめるけどあきらめられないという感覚”が認められ

た｡

肯定的感情は､ 現時点におけるその出来事に対するポ

ジティブな評価・感情を示したものである｡ 出来事に対

して“これでよかった”と感じることが多く記述された｡

また感謝を抱いたり､ 懐かしい思い出として回顧できる

ようなものとなったりするものが含まれた｡ 加えて､ あ

きらめなければならない出来事に対して異なる意味を見

出すことができた“意味づけの変化”も認められた｡ 北

村 (����) は､ 目標への到達を目指して続けていた作業

が中途でだめになるという挫折体験が苦悩や出口のない

絶体絶命の状態､ あるいは無力感をもたらすことを述べ

つつも､ 様々な例を出して挫折なしには開けてこない世

界があることを論じている｡ 東村・坂口・柏木・恒藤

(����) は近親者を亡くした遺族に自由記述を行い､ 対

象者が死を通して生への感謝や自己の成長を感じている

ことを報告している｡ このようなストレスが成長をもた

らすという��������������������(�����������������

�����東村他�����) や�������������������(���������

�����������������) といった側面が近年強調される

など､ ネガティブな出来事に対するポジティブな影響に

ついて検討されてきているが､ 本研究でもあきらめなけ

ればならない出来事を体験した際､ 懐古の情を抱いたり､

自分自身の成長につながったと感じたりしていることが

示された｡

沢崎 (���������) はそのままでよいと感じている状

態を自己受容とし､ �����������(���� 川口訳 ����)

は平静さや平和な感情や落ち着きをみせていることを受

容としている｡ また､ 障害受容について整理した上田

(����) は､ 障害に対する価値観 (感) の転換を受容と

捉えている｡ 彼らのいう受容は､ この肯定的感情に焦点

を当てたものといえるかもしれない｡

一方､ 否定的感情は今の段階でその出来事に対してネ

ガティブな感情を抱いていることを示したものである｡

悲しみを抱いたり､ 怒り､ 空しさ､ 後悔の思いをもって

いたりしていることが認められた｡ �����������(����

川口訳 ����) はあきらめを､ 怒りの感情が滞り､ 恨み

と悩みがあふれていて､ 放棄の言葉を示すことが多い状

況としているが､ この否定的感情の記述と符合すると考

えられる｡ �����(���� 黒川他訳 ����) は､ 日本人
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������ “あきらめなければならなかった”出来事に対する現在の心境に関する記述

( ) ：回答数

大項目 中項目 小項目 具体的内容

肯定的感情

肯定的評価

感謝(11) 支えてくれてきた人たちに感謝している 感謝の日々
今あるのは皆さんのおかげであると感じている

懐かしい思い出(8) 今では懐かしい思い出となっている むしろ懐かしく思える

これでよかったと感
じる(15)

それなりに満足している これでよかったかなと感じている
私の人生､ まんざらでもなかった

意味づけの変化

意味があった(15) あの時があるからこそ今の自分があると思える 苦しんだ日々が
今はよかったと思っている 人生においていい勉強になった

力となった(3) 今思うと､ その時期に体験したことが大きな生きる力となっている
自然に耐える気持ちが身についた

気づき(7)
自分の力の限界を知ることに気づかされた
自分の力だけではどうにもならないことがあることに気づいた
自分の負けを認めようと思った時すべて吹っ切れた気がした

否定的感情

悲しみ(6) 今でも思い出すと悲しくなる 繰り返し繰り返し気分が落ち込む
時に思い出して落ち込むことがある

胸の苦しさ(4) 時々思い出して胸が痛くなる
その季節になると､ 胸が締めつけられる思いになる

空しさ(3) 残った人生をただ過ごしているだけ すべてが空しい生活

割り切れなさ(3) 満たされなさが続いている 割り切れない

怒り(2) 思い出すと腹が立つ 怒りがこみあげてくる

傷つき(3) 顔を合わせたくない 一生心から消えない

後悔(7)
思い切って家を出た方がよかったのではないか あの時チャレン
ジしていれば､ 今と違う人生を歩いていたのではないか
もしあの時こうしていればと思う

両価的感情

あきらめられないけ
どあきらめるという
感覚

いやな気分と感謝(2) 憎いという気持ちはまだあるが､ あのことがあって励ましてくれた
友人がいたことに感謝

未練と運命(2) 未練は残るが､ これも運命なのかなと思うところもある

いやな気分とこれで
よいという気持ち(8)

嫌な気分になるが､ 思い出となっているところもある
あの時はああするしかなかったのだと今は思える
未だに悔やまれるが心の中に配偶者は生きている

あきらめるけどあき
らめられないという
感覚

これでよいという気
持ちと後悔(8)

これでよかったと思ってはいるが､ まだ尾も引いている 今の生
活に問題はないが､ 勤めを続けていたらまた違う人生にもなってい
ただろうと少し未練もある ようやく理解できるようになってき
たが､ なぜこうなったのかを相手に聞きたい 気持ちが前向きに
なったり沈んだりと不安定である

肯定的解釈

下方比較(5)
世の中にはもっとひどくつらい人生を送っている人がいるのだから､
これぐらいまだまだありがたいと心に言い聞かせている 他人と
比べて自分の苦労はほんの少しだけと思うようにしている

プラス思考(8)
前向きに考えるようにしている
何事もプラスに考え､ よいことだけを聞き入れるようにしている
｢命まではとられない｣ と考えるようにしている

意味づけ(4)
マイナスに思えることも､ 人生に起こるすべてのことは一つも無駄
がないと思うようにしている
長い間辛抱・努力してきたことがことを解決させると考える

試練(3) 自分への試練・運命だと考えるようにしている

未来への明るい展望
(5) 誰にでもきっと太陽の当たる朝が来ると考えるようにしている

思考抑制

考えないようにする

思い出さない(2) 思い出すことはほとんどない

思い出したくない(2) 数年経つが思い出すのはいや 今でも腫れ物に触るという感があ
る

思い出さないように
している(7)

思い出さないようにしているが､ やはり思い出してしまう
思い出さないようにしている 過ぎた日のことを話すのは嫌

しかたがない

なるようにしかなら
ない(6)

まぁしかたがない 悩んだところで解決しない なるようにし
かならない

思い通りにならない
もの(9)

すべては思い通りにならないもの 思い通りにならないことが当
たり前



女性に対する回想法を行う中で､ 戦争での親との死別や

自分の離婚などについて悲しみの表情で語る対象者の様

子や､ 自分の過去に対する怒りや欲求不満を笑顔で隠す

対象者の姿を報告している｡ また小此木 (����) は

�����のいう悲哀の仕事をひとつひとつ達成しなければ､

真の心の平安はやってこないことをいくつかの例を通し

て指摘している｡ これらのことからも､ 遠い過去のあき

らめなければならない出来事に対して､ 現在でも否定的

な感情が回答されたのも首肯できる｡

さらに､ これらの肯定的感情と否定的感情が個々に記

述された回答のみではなく､ 両方の感情が相伴い回答さ

れたものが散見された｡ これらは両価的感情としてまと

められた｡ 憎しみや怒り､ 未練がありつつも､ これでよ

いとする心境である“あきらめられないけどあきらめる

という感覚”､ よかったと思いつつも後悔や未練が強調

される“あきらめるけどあきらめられないという感覚”

の �つのタイプが見出された｡ この結果は､ 北山

(����) が述べるように“あきらめられないけどあきら

める”といったあきらめ半分という感覚､ つまり肯定的

感情と否定的感情が相伴い存在することを示唆するもの

と考えられる｡

その他に､ 肯定的解釈としてまとめられる内容も記述

された｡ 肯定的解釈はストレス状況において“よいふう

に考えるようにする”などと肯定的な意味を見出そうと

するという対処のひとつである (����������������

�����������������������������������) が､“世の

中にはもっとひどくつらい人生を送っている人がいるの

だから､ これぐらいまだまだありがたいと心に言い聞か

せている”といった下方比較や､“前向きに考えるよう

にしている”といったプラス思考などが記述された｡ ��

名の乳がん患者を対象とした��������������������

(����) も自分より状態の悪い人と比較する下方比較は

自己防衛として行っていると考察していることからも､

あきらめなければならない出来事の意味を肯定的に捉え

直そうとすることで､ 自分を維持しようとしていること

が考えられる｡

同様に､ 思考抑制と整理される内容が記述された｡ 思

考抑制は､ “考えないようにする”“思い出したくない”

などといった内容から構成される通り､ いわゆる対処の

ひとつと考えられる｡ あきらめなければならない出来事

は当然不快な思考内容であり､ 想起されるとやるせなさ

や痛みや悲しみ､ 怒りが引き起こされることは論を待た

ないが､ 抑制によって不快な思考や情動の直面を避ける

ことで､ 負担の重い状況から一時的に解放される (木村�

����)｡ つまり､ 本研究で記述された思考抑制によって､

あきらめなければならなかった出来事に伴う否定的な感

情から逃れようとしていることが推測される｡ これまで

沢崎 (���������) は､ 問題に直面することなく､ 安易

に現状に満足するようなものをあきらめとし､ 鈴木・渡

部 (����) は自分に受容的であるが内省を十分行ってい

ない場合をあきらめや自己満足としてきた｡ 彼らの指摘

するあきらめは､ この思考抑制の側面が強調されている

ことが考えられる｡

さらに“しかたがない”とする記述も散見された｡ こ

れは“なるようにしかならない”“思い通りにならない

もの”という内容を指す｡ 例えば山野 (����) は､ しか

たがないという態度を日本人の諦めとして最もポピュラー

なものとして捉え､ “物事の本質を徹底的に追求する努

力を途中で放棄する無気力な態度である｡ あるいは､ 本

当に本質を見究めたときに起きる事態に直面するのが恐

ろしくて､ それから逃走する臆病な態度なのかもしれな

い” (山野���������) とする｡ 山野自身は執着する

ものの本質を見究め､ 洞察を得ることを通して執着から

自由になることを本義の諦めとし､ “しかたがない”を

低次元の諦めと捉えてはいるが､ あきらめのひとつとし

てその意義を唱えている｡ この論に従うと､ 思考抑制と

いう枠組での解釈は適切かもしれない｡

しかしながら広辞苑 (新村�����) では“しかたない”

を､ ① (手段や方法がない意から) やむを得ない､ ②ど

うにもならない､ ③はなはだしく悪い・改めようがない

という意味として紹介され､ その古語とされる“せんか

たなし”は“なすべき方法がない”と記されている｡ ま

た､ 山野 (����) は本居宣長の考えを引用し､ 死は人間

にとって最も悲しいものであるから､ 悲しいものを悲し

いものとして受け取り素直に悲しむことが人間のまこと

であり､ それに従うことによって得られる心の安らぎを

真の安心とする｡ このことから“しかたがない”はある

安定した心境に到達する､ し得たというポジティブな意

味も考えられる｡ この“しかたがない”についてはその

用いられる文脈を十分留意する必要があり､ 例えば肯定

的解釈に入る範疇のものなのかもしれないし､ 例えば合

理化など独立したものとして捉えるべき内容なのかもし

れない｡

以上のことからも､ あきらめには､ 肯定的感情､ 否定

的感情と相反する感情が存在し､ 肯定的解釈や思考抑制

という対処が伴っていることが考えられる｡ 欲求不満状

態やストレス下においては防衛機制やコーピングという

作業が行われていることは著名な研究者 (����������

井村他訳 ��������������� 外林訳 �������������

������������ 本明他訳 ����) によって指摘されて

いる｡ このことを踏まえると､ あきらめなければならな

い出来事はうつ病に近い症状が出現し人間に大きな影響

を与えるゆえに､ あきらめとは肯定的感情､ 否定的感情

に､ 思考抑制､ 肯定的解釈が組み合わさったものと考え

ることが妥当であろう｡ さらに､ 単に肯定的感情､ 否定

的感情のどちらかの感情のみが存在するのではなく､ 北

山 (����) の指摘するような“あきらめられないけどあ

きらめる”という状態も存在することが窺われる｡

人間はさまざまな出来事を通してさまざまなことをあ

きらめていかなければならないのであるが､ もし心境と
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して肯定的感情のみが残っている場合､ これはあきらめ

という言葉を用いるのであれば､“あきらめることがで

きた”という状態であることが考えられる｡ 一方､ 否定

的感情のみであれば､ まだ断念できない､ つまり“あき

らめられない”状態と考えることができる｡ 加えて“あ

きらめたけどあきらめられない”“あきらめられないけ

どあきらめる”といった両感情が伴う“あきらめ半分”

の�種類があきらめの概念として考えられる｡ そしてそ

こには肯定的解釈や思考抑制が絡んでいることが推測で

きよう｡

４. 本研究の限界と今後の課題

本研究の問題として挙げられるのは､ 第�に対象者の

範囲と結果の整理の点である｡ 悲しみや心的外傷をもた

らすような出来事の想起率は体験した時期が前の年代に

なるに従って緩やかに低下していく (���������������

����) が､ 自伝的記憶の鮮明さや重要さは体験した年代

が何歳であろうと差がない (槙・仲�����) こと､ 中高

年者は高校生や大学生など若年者よりもさまざまな出来

事を体験していることは容易に予想されることからも､

中高年を対象とすることであきらめのさまざまな様相を

捉えることができたと思われる｡ 一方で本研究の対象者

は第二次世界大戦体験者から団塊の世代後までと年齢幅

が広いが､ 対象者数の関係から年代別で整理・考察でき

なかった｡ すなわちコホート差の検討がなされておらず､

若年者が対象となっていないことも考慮すると､ 本研究

の結果を一般化するには留意が必要である｡ また女性が

��％を占めており､ 女性の回答が中心となったことは否

めない｡ 同性および異性の双生児を対象としてライフイ

ベントの体験とその感度 (�����������) について検討し

た�������������������������(����) によると､ 女

性と男性とでは異なるライフイベントに遭遇し､ また異

なる感度を示したという｡ つまり､ 本研究において回答

された内容は女性の出来事や感覚が強調されたものであ

る可能性がある｡ また同じ出来事でも､ 対象者が体験し

た出来事が起きた時の年齢がその出来事に対する感情に

大きな影響を与えるという指摘もある (�����������

����) が､ 本研究では挙げられた出来事は何歳に体験し

たかについては回答を求めていない｡ 本研究の目的はあ

きらめなければならなかった出来事や心境を広範囲に捉

えることではあったが､ 今後は対象者の年齢や性､ 時代

背景や出来事を体験した折の年齢などを加味した検討が

望まれる｡

第�に肯定的感情の意味､ すなわちあきらめなければ

ならなかった出来事に対して実際に肯定的感情のみが残

されているのかどうかという点である｡ 小此木 (����)

は対象喪失における課題として､“悲しみや思慕の情を､

自然な心によって､ いつも体験し､ 悲しむことのできる

能力を身につける” (小此木����������) ことができ

ることを指摘する｡ また北山 (����) や松岡 (����) も

あきらめ半分､ つまり晴れない思いをいかに抱えていく

かという状態の存在を示唆している｡ 例えば悲しみは悲

しみとして残っているが､ これらの能力を身につけるこ

とができたゆえに､ その表層として肯定的感情のみが回

答されたのか､ あるいは抑圧などの防衛機制が働いてい

るからなのかを吟味しなければならない｡ 例えば躁的防

衛､ 否認などは対象喪失を体験した者によくみられる現

象とされる (���������� 井村他訳 �����小此木�

����)｡ 質問紙による自由記述では､ 回答がこれらを反

映したものであるかどうかまでは判断できない｡ 本邦で

は長尾 (����)､ 中西・古市 (����)､ 中西・吉田

(����) などが防衛機制を質問紙で捉えることを試みて

おり､ 今後検討すべき課題と思われる｡

そして大橋 (����) が指摘するように､ あきらめは曖

昧な概念であるために､ 今後は数量的な把握の方法を検

討していくことも考慮に入れなければならない｡ 本研究

では肯定的解釈や思考抑制の存在が示唆されたが､ 肯定

的解釈は精神的健康と正の相関がある (�����������

����) 一方で､ 不快な思考の抑制は不快感や疲労をもた

らす (�����������) ことが指摘されている｡ これらの

対処がもたらす意味を含め､“あきらめ”の構造を客観

的に捉える方法を検討していく必要がある｡
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Concepts of resignation (giving up) in psychology:
Exploratory analysis of response to open ended questionnaire

Akira OHASHI

This paper is to study the concepts of“resignation (giving up)”in psychology. This study attempted to ex-

plore 1) the events to which the subjects had to resign themselves, 2) the feelings that accompany these

events at that time, and 3) the present feelings that accompany these events. 124 middle-aged and elderly

individuals (age 45-85) living in several communities in Japan were given an open ended questionnaire. The

subjects revealed that they had experienced resignation in dealing with death, disease or injuries, children’s

independence from parents, relations with family members or relatives, failed relationships, failure in en-

trance examinations or job applications, problems and troubles at work, and relations with neighbors. When

confronting these topics, the subjects showed the physical and mental symptoms seen in depression: overeat-

ing or anorexia, minor ailments, sleep disorders, suicidal ideation, feeling of helplessness, self-reproach,

blaming others, and social withdrawal. Their current attitudes towards such events included positive feel-

ings, negative feelings, positive reappraisal and thought suppression. Some of them described having posi-

tive and negative emotions at the same time, implying that they still had“a mixed feeling of giving up and

not giving up”.
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